
　はじめに－毛髪の構造とヘアケア
　今回はヘアケア化粧品について、理解を深め
ていきましょう。
　毛髪、特に頭髪の色やスタイルは、メイクとと
もに個性の演出において化粧の重要な要素のひ
とつです。また、時代の流れとともに変化も大き
く、用いられる化粧品も進化してきています。今
回は毛髪の構造を簡単に述べた後に、頭髪のケ
アに用いられる化粧品を中心に解説していき
ます。
　毛髪は皮膚付属器のひとつです。皮膚の外側
に見える部分を毛幹、皮膚の内側に入って見え
ない部分を毛根、毛根の先端で毛母細胞が増殖
して毛が成長している部分を毛球といいます。
毛根は毛包に包まれており、皮脂腺から分泌さ
れる皮脂が毛髪につやを与えています。毛髪の
形状は部位により多様ですが、頭髪の直径は約
0.1mmほどで、外側からキューティクル、コル
テックス、メデュラから成る三層構造を形成し
ています。
　キューティクルは鱗状の細胞が積み重なっ
て、毛髪のつややくし通りをよくしています。ス
トレートヘアに光が当たり、いわゆる天使の輪
ができるのは、キューティクルが整っている証
拠です。しかし、種々のダメージによりキュー
ティクルが剥がれてしまうと、毛髪のつやが失
われたり、くし通りが悪くなります。
　コルテックスは毛髪の約８割を占め、毛母細
胞から分化したコルテックス細胞が詰まってい
ます。毛髪は引っ張っても切れませんが、その強

さはコルテックス細胞にケラチン線維が綱引き
の綱のように詰まっているからです。
　メデュラには空洞がありますが、ヒトではそ
の割合は少なく、一方で、毛で覆われている哺乳
動物ではメデュラが多く、保温に役立っていま
す。ウールのセーターが暖かいのは、羊毛の空洞
の保温性によります。ヒトは衣服を纏うように
進化したために、体温の保温機能を毛髪に依存
する必要がなくなり、メデュラは退化してきた
ものと考えられます。また、キューティクルやコ
ルテックスの細胞と細胞の間には、毛髪細胞膜
複合体と呼ばれる脂質が含まれており、細胞同
士の接着にかかわっています。
　皆さんはどのくらいのインターバルでヘア
カットされますか？ 個人差がありますが、ざっ
と平均すると頭髪は毎月15mmほど伸びてい
ます。しかし、毛髪は絶えず伸び続けているわけ
ではありません。毛母細胞の分裂が盛んで毛髪
が伸び続ける成長期（約３～６年）、毛母細胞が
分裂を止め毛根が萎縮する退行期（約２～３
週）、毛根がさらに萎縮して脱毛するとともに、
次の毛髪成長の準備が始まる休止期（約２～３
月）という毛周期（ヘアサイクル）を繰り返して
います。１年で15～20cm伸びますから、セミ
ロングの30～40cmの毛髪の毛先は、生え始め
てから約２年間にわたり、太陽光やシャンプー、
ドライヤーでの乾燥、ブラッシングなど、様々な
処理（場合によっては刺激）に繰り返し晒されて
いることになります。故に、毛先の毛髪は、ダ
メージが蓄積して、キューティクルが剝がれて
しまったり、枝毛になったりしやすいのです。だ

からこそ、毎日のヘアケアが美しい髪には欠か
せないですね。

　シャンプー
　多くの方が毎日洗髪されているのではないで
しょうか。１日の汚れをシャンプーで洗髪して、
さっぱりしたいですね。頭皮は皮脂の分泌が盛
んなこと、頭髪には整髪料や塵埃などが付着し
ていること、これらの特徴的な汚れを適切に落
とすようにシャンプーは設計されています。連
載第３回＊で解説した洗浄料と基本的には同様
に、アニオン性（陰イオン性）界面活性剤が洗浄
成分として配合されます。
　汚れをしっかり落とすために洗浄力を高めす
ぎると、洗い上がりがガサガサになってしまい
ます。最近のシャンプーにはトリートメント成
分なども配合され、指どおりや泡立ちのよさに
も配慮されています。

　コンディショナー
　コンディショナーは、リンス、トリートメント
とも呼ばれます。その多くは、洗い流すタイプで
すが、洗い流さずに頭髪になじませたままにす
るタイプもあります。その昔、ウールのセーター
で下敷きをこすって、髪を引き寄せて遊んだ思
い出はありませんか？ 毛髪はマイナスに帯電
しやすい性質があり、静電気で引き寄せられる
のです。下敷きがなくても、マイナスに帯電した
髪の毛同士は反発しあって、ヘアスタイルがま
とまらなくなってしまいます。それを防止する
目的で、コンディショナーにはカチオン性（陽イ
オン性）界面活性剤が配合されます。
　コンディショナーには、シャンプーで失われ
た油分などを補い、しなやかさやつやを与える
役割もあります。また、香りを髪に与えてくれる
コンディショナーも楽しいですね。

　ヘアカラー
　頭髪の色は人種により多様ですが、黄色人種
の場合には、メラニン色素を多く含む黒髪がほ
とんどですね。しかし、年齢を重ねると、少しず
つ白髪が気になるようになってきます。かつて、
ヘアカラーといえば、白髪を目立たなくするた
めに、黒～栗色に染めるのが一般的でした。ヘア
カラーはヘアスタイルとともにファッション的
要素が強いですが、現在では、非常に多様なカ
ラーを楽しむ人が増えてきています。
　ヘアカラーは、一時染毛料、半永久染毛料（酸
性染毛料）、酸化染毛剤と、大きく３種類に分類
されます（表）。
　一時染毛料は、ヘアマスカラなどのように、着
色成分を毛髪表面に付着させるもので、シャン
プーの度に色は落ちてリセットされます。
　半永久染毛料（酸性染毛料）は、ヘアマニキュ
アとも呼ばれ、着色成分が毛髪内部にある程度
浸透し、毛髪成分と電気的に引き合うことで着
色するものです。数週間は色持ちしますが、シャ
ンプーの度に徐々に色落ちしていきます。
　酸化染毛剤は、化学反応を伴い着色していく
点で、化粧品に分類される一時染毛料や半永久
染毛料とは大きく異なり、薬事上も医薬部外品
に分類されます。少し難しいですが、本来無色の
成分（染料中間体といいます）が酸化反応により
発色していきます。具体的には、パラフェニレン
ジアミンなどの染料中間体が酸化重合して黒褐
色に変化します。一方、元々の黒髪に含まれてい
るメラニン色素を酸化反応により分解するのが
脱色剤、いわゆるブリーチです。酸化染毛剤にお
いても、同時にブリーチすることで元の黒髪を
明るく染色したり、カップラーと呼ばれる補助
成分を加えることで多様な色調に染めることも
可能になっています。このように、化学反応を毛
髪内部で起こさせて色素を定着させるため、
シャンプーで色落ちすることはなく、長く持続

するのが大きな特徴です。もちろん、髪が伸びて
くると毛元部分は髪本来の色で生えていきます
ので、いわゆるカッパ状態になりますね。
　ご留意いただきたいことは、酸化染毛剤は化
学反応を利用している点です。酸化染毛剤に含
まれる成分の中には、かぶれなどのアレルギー
反応を起こしやすいものがあります。そこで、酸
化染毛剤を用いるときは、使用に先立ってパッ
チテスト（皮膚に染毛剤を塗布して、48時間後
に皮膚反応を観察する試験）を行い、アレルギー
反応が起きないことを確認することになってい
ますが、美容室などでは必ずしも実施されずに
ヘアカラーされるケースが多いのが現実のよう
です。安全にヘアカラーを楽しむためにも、酸化
染毛剤でのヘアカラーの前には、パッチテスト
を受けるように心がけてください。

　パーマネントウェーブ
　いろいろなスタイリング剤を使い、ドライ

ヤーやヘアアイロンでの加熱を駆使して、ヘア
スタイルがバッチリ決まると前向きな気持ちに
なりますね。しかし、シャンプーすると本来の髪
に戻ってしまいます。この悩みを解決してくれ
るのがパーマネントウェーブ（以下、パーマ）で
す。パーマも化学反応を利用しています。少し難
しいですが、以下にその仕組みを解説します。
　毛髪に含まれる主な成分はケラチンという線
維性のタンパク質で、このケラチン線維が何本
も束ねられて、とても強靭な毛髪を形成してい
ます。タンパク質は20種類のアミノ酸が一定の
順序で数珠つなぎになって作られていますが、
ケラチンタンパクに含まれるシスチンというア
ミノ酸が、別のケラチンに含まれるシスチンと
架橋結合（シスチン結合といいます）して丈夫な
線維の束を形成しています。パーマでは、第１
剤・第２剤という２つのステップで処理を行い
ます。まず、第１剤に含まれる還元剤によりシス
チン結合を切断します。そして、ロッドに巻くな

ど望む形状に整えて、第２剤に含まれる酸化剤
によりシスチン結合を復活させます。この一連
の処理により、整えた形状でケラチン線維が固
定されてスタイリングがパーマネント（永久）に
維持されるようになります。ただ、酸化還元反応
という化学反応を利用しているために、毛髪に
は少なからずダメージが生じます。そのダメー
ジを最小化するように、適切なトリートメント
剤などで補修することが健やかな髪の維持には
重要です。

　育毛剤・除毛剤
　頭髪はフサフサしていてほしいけれど、ムダ
毛はなくしてツルツルにしたい、美しさを求め
る私たちのわがままですね。毛髪は成長期→退
行期→休止期というヘアサイクルを繰り返して
いることは前述しました。そのほかにも毛髪の
成長には巧妙かつ不思議な仕組みがたくさんあ
ります。例えば、毛髪の成長には性差があり、女
性に比較すると男性では、いわゆる禿げ頭にな
る割合が高く、胸毛などの体毛は濃くなる傾向
にあります。禿げ頭で男性型脱毛症と診断され
ると、頭髪に対する男性ホルモンの作用を抑制
する医薬品による治療が行われ、最近ではクリ
ニックの宣伝も多く目にするようになりまし
た。一方で、育毛・養毛に関しては、医薬品や医薬
部外品（薬用化粧品）のヘアトニックなども市販
されています。毛根周囲の血行を促す、毛母細胞
の増殖に指令を出す毛乳頭という組織に働きか
ける、など様々な作用点で医薬品や医薬部外品
が開発されてきました。そのうちの一部には、血
圧降下薬として用いられてきた医薬品の副作用
として多毛症が報告され、それを逆手に取り育
毛剤に転用された医薬品もあります。ぜひ薬剤
師のアドバイスを受けながら、安全に使用して
ください。
　ムダ毛をなくす除毛・脱毛にはいろいろな手
段があります。脱毛テープは、粘着テープで物理

的に毛髪を引き抜くもので、痛みを伴います。脱
毛ワックスは、常温で固形の製剤を加熱により
融かして柔らかくして毛髪に塗り、冷えて固
まった後に毛髪を引き抜くもので、脱毛テープ
同様に痛みを伴います。また、やけどをしないよ
うに注意が必要です。除毛クリームには、毛髪を
変性させる成分が配合されており、毛髪を脆く
してから拭き取るものです。扱いやすいのです
が、除毛できるのは皮膚上に出ている毛幹部分
だけで、除毛効果は長続きしません。一方、美容
クリニックなどで行われるレーザー脱毛は、毛
髪に含まれるメラニン色素をターゲットとして
レーザーを照射して焼くことで毛球部の毛母細
胞を死滅させる医療行為です。完全脱毛には複
数回のレーザー照射が必要なことから、契約ト
ラブルなどの事案も発生しているそうです。い
ずれの施術においても、毛母細胞が残っている
かぎり、毛髪は生えてくるということを認識し
てください。

　おわりに
　本連載の第１回から第５回までを担当させて
いただきました。
　化粧（品）に関する情報はネット上に溢れてい
ます。化粧品メーカーからの発信にも、その商品
特徴を強調するが故に、少々誇張された表現も
散見されます。さらに、SNSでは個人の好みに基
づく書き込みもあり、科学的見地からは懸念さ
れる内容の場合もあります。これらの情報を取
捨選択する正しい“目”を持っていただき、化粧
品を手に取って楽しんでください。化粧（品）を
通して皆さんの生活が豊かになることを願って
います。

※次号では、最終回として、皮膚科医の立場から
化粧品を安全に選ぶための留意点についてご
解説いただきます（編集部）

化粧品を選ぶ前に知っておきたい知識

第5回 ヘアケア化粧品
平尾 哲二 武庫川女子大学薬学部 特任教授Hirao Tetsuji
化粧品メーカーにて長く皮膚基礎研究や製品開発に従事。その後、千
葉科学大学薬学部教授、武庫川女子大学薬学部教授（化粧品科学研
究室）。2023年より現職
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＊　https://www.kokusen.go.jp/wko/pdf/wko-202506_05.pdf
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カラーはヘアスタイルとともにファッション的
要素が強いですが、現在では、非常に多様なカ
ラーを楽しむ人が増えてきています。
　ヘアカラーは、一時染毛料、半永久染毛料（酸
性染毛料）、酸化染毛剤と、大きく３種類に分類
されます（表）。
　一時染毛料は、ヘアマスカラなどのように、着
色成分を毛髪表面に付着させるもので、シャン
プーの度に色は落ちてリセットされます。
　半永久染毛料（酸性染毛料）は、ヘアマニキュ
アとも呼ばれ、着色成分が毛髪内部にある程度
浸透し、毛髪成分と電気的に引き合うことで着
色するものです。数週間は色持ちしますが、シャ
ンプーの度に徐々に色落ちしていきます。
　酸化染毛剤は、化学反応を伴い着色していく
点で、化粧品に分類される一時染毛料や半永久
染毛料とは大きく異なり、薬事上も医薬部外品
に分類されます。少し難しいですが、本来無色の
成分（染料中間体といいます）が酸化反応により
発色していきます。具体的には、パラフェニレン
ジアミンなどの染料中間体が酸化重合して黒褐
色に変化します。一方、元々の黒髪に含まれてい
るメラニン色素を酸化反応により分解するのが
脱色剤、いわゆるブリーチです。酸化染毛剤にお
いても、同時にブリーチすることで元の黒髪を
明るく染色したり、カップラーと呼ばれる補助
成分を加えることで多様な色調に染めることも
可能になっています。このように、化学反応を毛
髪内部で起こさせて色素を定着させるため、
シャンプーで色落ちすることはなく、長く持続

するのが大きな特徴です。もちろん、髪が伸びて
くると毛元部分は髪本来の色で生えていきます
ので、いわゆるカッパ状態になりますね。
　ご留意いただきたいことは、酸化染毛剤は化
学反応を利用している点です。酸化染毛剤に含
まれる成分の中には、かぶれなどのアレルギー
反応を起こしやすいものがあります。そこで、酸
化染毛剤を用いるときは、使用に先立ってパッ
チテスト（皮膚に染毛剤を塗布して、48時間後
に皮膚反応を観察する試験）を行い、アレルギー
反応が起きないことを確認することになってい
ますが、美容室などでは必ずしも実施されずに
ヘアカラーされるケースが多いのが現実のよう
です。安全にヘアカラーを楽しむためにも、酸化
染毛剤でのヘアカラーの前には、パッチテスト
を受けるように心がけてください。

　パーマネントウェーブ
　いろいろなスタイリング剤を使い、ドライ

ヤーやヘアアイロンでの加熱を駆使して、ヘア
スタイルがバッチリ決まると前向きな気持ちに
なりますね。しかし、シャンプーすると本来の髪
に戻ってしまいます。この悩みを解決してくれ
るのがパーマネントウェーブ（以下、パーマ）で
す。パーマも化学反応を利用しています。少し難
しいですが、以下にその仕組みを解説します。
　毛髪に含まれる主な成分はケラチンという線
維性のタンパク質で、このケラチン線維が何本
も束ねられて、とても強靭な毛髪を形成してい
ます。タンパク質は20種類のアミノ酸が一定の
順序で数珠つなぎになって作られていますが、
ケラチンタンパクに含まれるシスチンというア
ミノ酸が、別のケラチンに含まれるシスチンと
架橋結合（シスチン結合といいます）して丈夫な
線維の束を形成しています。パーマでは、第１
剤・第２剤という２つのステップで処理を行い
ます。まず、第１剤に含まれる還元剤によりシス
チン結合を切断します。そして、ロッドに巻くな

ど望む形状に整えて、第２剤に含まれる酸化剤
によりシスチン結合を復活させます。この一連
の処理により、整えた形状でケラチン線維が固
定されてスタイリングがパーマネント（永久）に
維持されるようになります。ただ、酸化還元反応
という化学反応を利用しているために、毛髪に
は少なからずダメージが生じます。そのダメー
ジを最小化するように、適切なトリートメント
剤などで補修することが健やかな髪の維持には
重要です。

　育毛剤・除毛剤
　頭髪はフサフサしていてほしいけれど、ムダ
毛はなくしてツルツルにしたい、美しさを求め
る私たちのわがままですね。毛髪は成長期→退
行期→休止期というヘアサイクルを繰り返して
いることは前述しました。そのほかにも毛髪の
成長には巧妙かつ不思議な仕組みがたくさんあ
ります。例えば、毛髪の成長には性差があり、女
性に比較すると男性では、いわゆる禿げ頭にな
る割合が高く、胸毛などの体毛は濃くなる傾向
にあります。禿げ頭で男性型脱毛症と診断され
ると、頭髪に対する男性ホルモンの作用を抑制
する医薬品による治療が行われ、最近ではクリ
ニックの宣伝も多く目にするようになりまし
た。一方で、育毛・養毛に関しては、医薬品や医薬
部外品（薬用化粧品）のヘアトニックなども市販
されています。毛根周囲の血行を促す、毛母細胞
の増殖に指令を出す毛乳頭という組織に働きか
ける、など様々な作用点で医薬品や医薬部外品
が開発されてきました。そのうちの一部には、血
圧降下薬として用いられてきた医薬品の副作用
として多毛症が報告され、それを逆手に取り育
毛剤に転用された医薬品もあります。ぜひ薬剤
師のアドバイスを受けながら、安全に使用して
ください。
　ムダ毛をなくす除毛・脱毛にはいろいろな手
段があります。脱毛テープは、粘着テープで物理

的に毛髪を引き抜くもので、痛みを伴います。脱
毛ワックスは、常温で固形の製剤を加熱により
融かして柔らかくして毛髪に塗り、冷えて固
まった後に毛髪を引き抜くもので、脱毛テープ
同様に痛みを伴います。また、やけどをしないよ
うに注意が必要です。除毛クリームには、毛髪を
変性させる成分が配合されており、毛髪を脆く
してから拭き取るものです。扱いやすいのです
が、除毛できるのは皮膚上に出ている毛幹部分
だけで、除毛効果は長続きしません。一方、美容
クリニックなどで行われるレーザー脱毛は、毛
髪に含まれるメラニン色素をターゲットとして
レーザーを照射して焼くことで毛球部の毛母細
胞を死滅させる医療行為です。完全脱毛には複
数回のレーザー照射が必要なことから、契約ト
ラブルなどの事案も発生しているそうです。い
ずれの施術においても、毛母細胞が残っている
かぎり、毛髪は生えてくるということを認識し
てください。

　おわりに
　本連載の第１回から第５回までを担当させて
いただきました。
　化粧（品）に関する情報はネット上に溢れてい
ます。化粧品メーカーからの発信にも、その商品
特徴を強調するが故に、少々誇張された表現も
散見されます。さらに、SNSでは個人の好みに基
づく書き込みもあり、科学的見地からは懸念さ
れる内容の場合もあります。これらの情報を取
捨選択する正しい“目”を持っていただき、化粧
品を手に取って楽しんでください。化粧（品）を
通して皆さんの生活が豊かになることを願って
います。

※次号では、最終回として、皮膚科医の立場から
化粧品を安全に選ぶための留意点についてご
解説いただきます（編集部）
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表 ヘアカラーの種類と特徴

一時染毛料

化粧品

・手軽に使える
・シャンプーで色落ちする

着色成分が毛髪表面に付着
する

半永久染毛料
（酸性染毛料）

化粧品

・シャンプーの度に徐々に色
  落ちするが、数週間程度は
  色持ちする

着色成分が毛髪表面近傍に
浸透・吸着する

酸化染毛剤

医薬部外品

・長く色持ちする
・アレルギー反応を起こす場
  合があるため、パッチテス
  トが必要

化学反応（酸化反応）によっ
て発色した染料が毛髪内部に
定着する
メラニン色素を脱色して明る
い発色が可能

種類

分類

特徴

メカニズム

毛髪断面
（イメージ図）

　はじめに－毛髪の構造とヘアケア
　今回はヘアケア化粧品について、理解を深め
ていきましょう。
　毛髪、特に頭髪の色やスタイルは、メイクとと
もに個性の演出において化粧の重要な要素のひ
とつです。また、時代の流れとともに変化も大き
く、用いられる化粧品も進化してきています。今
回は毛髪の構造を簡単に述べた後に、頭髪のケ
アに用いられる化粧品を中心に解説していき
ます。
　毛髪は皮膚付属器のひとつです。皮膚の外側
に見える部分を毛幹、皮膚の内側に入って見え
ない部分を毛根、毛根の先端で毛母細胞が増殖
して毛が成長している部分を毛球といいます。
毛根は毛包に包まれており、皮脂腺から分泌さ
れる皮脂が毛髪につやを与えています。毛髪の
形状は部位により多様ですが、頭髪の直径は約
0.1mmほどで、外側からキューティクル、コル
テックス、メデュラから成る三層構造を形成し
ています。
　キューティクルは鱗状の細胞が積み重なっ
て、毛髪のつややくし通りをよくしています。ス
トレートヘアに光が当たり、いわゆる天使の輪
ができるのは、キューティクルが整っている証
拠です。しかし、種々のダメージによりキュー
ティクルが剥がれてしまうと、毛髪のつやが失
われたり、くし通りが悪くなります。
　コルテックスは毛髪の約８割を占め、毛母細
胞から分化したコルテックス細胞が詰まってい
ます。毛髪は引っ張っても切れませんが、その強

さはコルテックス細胞にケラチン線維が綱引き
の綱のように詰まっているからです。
　メデュラには空洞がありますが、ヒトではそ
の割合は少なく、一方で、毛で覆われている哺乳
動物ではメデュラが多く、保温に役立っていま
す。ウールのセーターが暖かいのは、羊毛の空洞
の保温性によります。ヒトは衣服を纏うように
進化したために、体温の保温機能を毛髪に依存
する必要がなくなり、メデュラは退化してきた
ものと考えられます。また、キューティクルやコ
ルテックスの細胞と細胞の間には、毛髪細胞膜
複合体と呼ばれる脂質が含まれており、細胞同
士の接着にかかわっています。
　皆さんはどのくらいのインターバルでヘア
カットされますか？ 個人差がありますが、ざっ
と平均すると頭髪は毎月15mmほど伸びてい
ます。しかし、毛髪は絶えず伸び続けているわけ
ではありません。毛母細胞の分裂が盛んで毛髪
が伸び続ける成長期（約３～６年）、毛母細胞が
分裂を止め毛根が萎縮する退行期（約２～３
週）、毛根がさらに萎縮して脱毛するとともに、
次の毛髪成長の準備が始まる休止期（約２～３
月）という毛周期（ヘアサイクル）を繰り返して
います。１年で15～20cm伸びますから、セミ
ロングの30～40cmの毛髪の毛先は、生え始め
てから約２年間にわたり、太陽光やシャンプー、
ドライヤーでの乾燥、ブラッシングなど、様々な
処理（場合によっては刺激）に繰り返し晒されて
いることになります。故に、毛先の毛髪は、ダ
メージが蓄積して、キューティクルが剝がれて
しまったり、枝毛になったりしやすいのです。だ

からこそ、毎日のヘアケアが美しい髪には欠か
せないですね。

　シャンプー
　多くの方が毎日洗髪されているのではないで
しょうか。１日の汚れをシャンプーで洗髪して、
さっぱりしたいですね。頭皮は皮脂の分泌が盛
んなこと、頭髪には整髪料や塵埃などが付着し
ていること、これらの特徴的な汚れを適切に落
とすようにシャンプーは設計されています。連
載第３回＊で解説した洗浄料と基本的には同様
に、アニオン性（陰イオン性）界面活性剤が洗浄
成分として配合されます。
　汚れをしっかり落とすために洗浄力を高めす
ぎると、洗い上がりがガサガサになってしまい
ます。最近のシャンプーにはトリートメント成
分なども配合され、指どおりや泡立ちのよさに
も配慮されています。

　コンディショナー
　コンディショナーは、リンス、トリートメント
とも呼ばれます。その多くは、洗い流すタイプで
すが、洗い流さずに頭髪になじませたままにす
るタイプもあります。その昔、ウールのセーター
で下敷きをこすって、髪を引き寄せて遊んだ思
い出はありませんか？ 毛髪はマイナスに帯電
しやすい性質があり、静電気で引き寄せられる
のです。下敷きがなくても、マイナスに帯電した
髪の毛同士は反発しあって、ヘアスタイルがま
とまらなくなってしまいます。それを防止する
目的で、コンディショナーにはカチオン性（陽イ
オン性）界面活性剤が配合されます。
　コンディショナーには、シャンプーで失われ
た油分などを補い、しなやかさやつやを与える
役割もあります。また、香りを髪に与えてくれる
コンディショナーも楽しいですね。

　ヘアカラー
　頭髪の色は人種により多様ですが、黄色人種
の場合には、メラニン色素を多く含む黒髪がほ
とんどですね。しかし、年齢を重ねると、少しず
つ白髪が気になるようになってきます。かつて、
ヘアカラーといえば、白髪を目立たなくするた
めに、黒～栗色に染めるのが一般的でした。ヘア
カラーはヘアスタイルとともにファッション的
要素が強いですが、現在では、非常に多様なカ
ラーを楽しむ人が増えてきています。
　ヘアカラーは、一時染毛料、半永久染毛料（酸
性染毛料）、酸化染毛剤と、大きく３種類に分類
されます（表）。
　一時染毛料は、ヘアマスカラなどのように、着
色成分を毛髪表面に付着させるもので、シャン
プーの度に色は落ちてリセットされます。
　半永久染毛料（酸性染毛料）は、ヘアマニキュ
アとも呼ばれ、着色成分が毛髪内部にある程度
浸透し、毛髪成分と電気的に引き合うことで着
色するものです。数週間は色持ちしますが、シャ
ンプーの度に徐々に色落ちしていきます。
　酸化染毛剤は、化学反応を伴い着色していく
点で、化粧品に分類される一時染毛料や半永久
染毛料とは大きく異なり、薬事上も医薬部外品
に分類されます。少し難しいですが、本来無色の
成分（染料中間体といいます）が酸化反応により
発色していきます。具体的には、パラフェニレン
ジアミンなどの染料中間体が酸化重合して黒褐
色に変化します。一方、元々の黒髪に含まれてい
るメラニン色素を酸化反応により分解するのが
脱色剤、いわゆるブリーチです。酸化染毛剤にお
いても、同時にブリーチすることで元の黒髪を
明るく染色したり、カップラーと呼ばれる補助
成分を加えることで多様な色調に染めることも
可能になっています。このように、化学反応を毛
髪内部で起こさせて色素を定着させるため、
シャンプーで色落ちすることはなく、長く持続

するのが大きな特徴です。もちろん、髪が伸びて
くると毛元部分は髪本来の色で生えていきます
ので、いわゆるカッパ状態になりますね。
　ご留意いただきたいことは、酸化染毛剤は化
学反応を利用している点です。酸化染毛剤に含
まれる成分の中には、かぶれなどのアレルギー
反応を起こしやすいものがあります。そこで、酸
化染毛剤を用いるときは、使用に先立ってパッ
チテスト（皮膚に染毛剤を塗布して、48時間後
に皮膚反応を観察する試験）を行い、アレルギー
反応が起きないことを確認することになってい
ますが、美容室などでは必ずしも実施されずに
ヘアカラーされるケースが多いのが現実のよう
です。安全にヘアカラーを楽しむためにも、酸化
染毛剤でのヘアカラーの前には、パッチテスト
を受けるように心がけてください。

　パーマネントウェーブ
　いろいろなスタイリング剤を使い、ドライ

ヤーやヘアアイロンでの加熱を駆使して、ヘア
スタイルがバッチリ決まると前向きな気持ちに
なりますね。しかし、シャンプーすると本来の髪
に戻ってしまいます。この悩みを解決してくれ
るのがパーマネントウェーブ（以下、パーマ）で
す。パーマも化学反応を利用しています。少し難
しいですが、以下にその仕組みを解説します。
　毛髪に含まれる主な成分はケラチンという線
維性のタンパク質で、このケラチン線維が何本
も束ねられて、とても強靭な毛髪を形成してい
ます。タンパク質は20種類のアミノ酸が一定の
順序で数珠つなぎになって作られていますが、
ケラチンタンパクに含まれるシスチンというア
ミノ酸が、別のケラチンに含まれるシスチンと
架橋結合（シスチン結合といいます）して丈夫な
線維の束を形成しています。パーマでは、第１
剤・第２剤という２つのステップで処理を行い
ます。まず、第１剤に含まれる還元剤によりシス
チン結合を切断します。そして、ロッドに巻くな

ど望む形状に整えて、第２剤に含まれる酸化剤
によりシスチン結合を復活させます。この一連
の処理により、整えた形状でケラチン線維が固
定されてスタイリングがパーマネント（永久）に
維持されるようになります。ただ、酸化還元反応
という化学反応を利用しているために、毛髪に
は少なからずダメージが生じます。そのダメー
ジを最小化するように、適切なトリートメント
剤などで補修することが健やかな髪の維持には
重要です。

　育毛剤・除毛剤
　頭髪はフサフサしていてほしいけれど、ムダ
毛はなくしてツルツルにしたい、美しさを求め
る私たちのわがままですね。毛髪は成長期→退
行期→休止期というヘアサイクルを繰り返して
いることは前述しました。そのほかにも毛髪の
成長には巧妙かつ不思議な仕組みがたくさんあ
ります。例えば、毛髪の成長には性差があり、女
性に比較すると男性では、いわゆる禿げ頭にな
る割合が高く、胸毛などの体毛は濃くなる傾向
にあります。禿げ頭で男性型脱毛症と診断され
ると、頭髪に対する男性ホルモンの作用を抑制
する医薬品による治療が行われ、最近ではクリ
ニックの宣伝も多く目にするようになりまし
た。一方で、育毛・養毛に関しては、医薬品や医薬
部外品（薬用化粧品）のヘアトニックなども市販
されています。毛根周囲の血行を促す、毛母細胞
の増殖に指令を出す毛乳頭という組織に働きか
ける、など様々な作用点で医薬品や医薬部外品
が開発されてきました。そのうちの一部には、血
圧降下薬として用いられてきた医薬品の副作用
として多毛症が報告され、それを逆手に取り育
毛剤に転用された医薬品もあります。ぜひ薬剤
師のアドバイスを受けながら、安全に使用して
ください。
　ムダ毛をなくす除毛・脱毛にはいろいろな手
段があります。脱毛テープは、粘着テープで物理

的に毛髪を引き抜くもので、痛みを伴います。脱
毛ワックスは、常温で固形の製剤を加熱により
融かして柔らかくして毛髪に塗り、冷えて固
まった後に毛髪を引き抜くもので、脱毛テープ
同様に痛みを伴います。また、やけどをしないよ
うに注意が必要です。除毛クリームには、毛髪を
変性させる成分が配合されており、毛髪を脆く
してから拭き取るものです。扱いやすいのです
が、除毛できるのは皮膚上に出ている毛幹部分
だけで、除毛効果は長続きしません。一方、美容
クリニックなどで行われるレーザー脱毛は、毛
髪に含まれるメラニン色素をターゲットとして
レーザーを照射して焼くことで毛球部の毛母細
胞を死滅させる医療行為です。完全脱毛には複
数回のレーザー照射が必要なことから、契約ト
ラブルなどの事案も発生しているそうです。い
ずれの施術においても、毛母細胞が残っている
かぎり、毛髪は生えてくるということを認識し
てください。

　おわりに
　本連載の第１回から第５回までを担当させて
いただきました。
　化粧（品）に関する情報はネット上に溢れてい
ます。化粧品メーカーからの発信にも、その商品
特徴を強調するが故に、少々誇張された表現も
散見されます。さらに、SNSでは個人の好みに基
づく書き込みもあり、科学的見地からは懸念さ
れる内容の場合もあります。これらの情報を取
捨選択する正しい“目”を持っていただき、化粧
品を手に取って楽しんでください。化粧（品）を
通して皆さんの生活が豊かになることを願って
います。

※次号では、最終回として、皮膚科医の立場から
化粧品を安全に選ぶための留意点についてご
解説いただきます（編集部）
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化粧品を選ぶ前に知っておきたい知識

　はじめに－毛髪の構造とヘアケア
　今回はヘアケア化粧品について、理解を深め
ていきましょう。
　毛髪、特に頭髪の色やスタイルは、メイクとと
もに個性の演出において化粧の重要な要素のひ
とつです。また、時代の流れとともに変化も大き
く、用いられる化粧品も進化してきています。今
回は毛髪の構造を簡単に述べた後に、頭髪のケ
アに用いられる化粧品を中心に解説していき
ます。
　毛髪は皮膚付属器のひとつです。皮膚の外側
に見える部分を毛幹、皮膚の内側に入って見え
ない部分を毛根、毛根の先端で毛母細胞が増殖
して毛が成長している部分を毛球といいます。
毛根は毛包に包まれており、皮脂腺から分泌さ
れる皮脂が毛髪につやを与えています。毛髪の
形状は部位により多様ですが、頭髪の直径は約
0.1mmほどで、外側からキューティクル、コル
テックス、メデュラから成る三層構造を形成し
ています。
　キューティクルは鱗状の細胞が積み重なっ
て、毛髪のつややくし通りをよくしています。ス
トレートヘアに光が当たり、いわゆる天使の輪
ができるのは、キューティクルが整っている証
拠です。しかし、種々のダメージによりキュー
ティクルが剥がれてしまうと、毛髪のつやが失
われたり、くし通りが悪くなります。
　コルテックスは毛髪の約８割を占め、毛母細
胞から分化したコルテックス細胞が詰まってい
ます。毛髪は引っ張っても切れませんが、その強

さはコルテックス細胞にケラチン線維が綱引き
の綱のように詰まっているからです。
　メデュラには空洞がありますが、ヒトではそ
の割合は少なく、一方で、毛で覆われている哺乳
動物ではメデュラが多く、保温に役立っていま
す。ウールのセーターが暖かいのは、羊毛の空洞
の保温性によります。ヒトは衣服を纏うように
進化したために、体温の保温機能を毛髪に依存
する必要がなくなり、メデュラは退化してきた
ものと考えられます。また、キューティクルやコ
ルテックスの細胞と細胞の間には、毛髪細胞膜
複合体と呼ばれる脂質が含まれており、細胞同
士の接着にかかわっています。
　皆さんはどのくらいのインターバルでヘア
カットされますか？ 個人差がありますが、ざっ
と平均すると頭髪は毎月15mmほど伸びてい
ます。しかし、毛髪は絶えず伸び続けているわけ
ではありません。毛母細胞の分裂が盛んで毛髪
が伸び続ける成長期（約３～６年）、毛母細胞が
分裂を止め毛根が萎縮する退行期（約２～３
週）、毛根がさらに萎縮して脱毛するとともに、
次の毛髪成長の準備が始まる休止期（約２～３
月）という毛周期（ヘアサイクル）を繰り返して
います。１年で15～20cm伸びますから、セミ
ロングの30～40cmの毛髪の毛先は、生え始め
てから約２年間にわたり、太陽光やシャンプー、
ドライヤーでの乾燥、ブラッシングなど、様々な
処理（場合によっては刺激）に繰り返し晒されて
いることになります。故に、毛先の毛髪は、ダ
メージが蓄積して、キューティクルが剝がれて
しまったり、枝毛になったりしやすいのです。だ

からこそ、毎日のヘアケアが美しい髪には欠か
せないですね。

　シャンプー
　多くの方が毎日洗髪されているのではないで
しょうか。１日の汚れをシャンプーで洗髪して、
さっぱりしたいですね。頭皮は皮脂の分泌が盛
んなこと、頭髪には整髪料や塵埃などが付着し
ていること、これらの特徴的な汚れを適切に落
とすようにシャンプーは設計されています。連
載第３回＊で解説した洗浄料と基本的には同様
に、アニオン性（陰イオン性）界面活性剤が洗浄
成分として配合されます。
　汚れをしっかり落とすために洗浄力を高めす
ぎると、洗い上がりがガサガサになってしまい
ます。最近のシャンプーにはトリートメント成
分なども配合され、指どおりや泡立ちのよさに
も配慮されています。

　コンディショナー
　コンディショナーは、リンス、トリートメント
とも呼ばれます。その多くは、洗い流すタイプで
すが、洗い流さずに頭髪になじませたままにす
るタイプもあります。その昔、ウールのセーター
で下敷きをこすって、髪を引き寄せて遊んだ思
い出はありませんか？ 毛髪はマイナスに帯電
しやすい性質があり、静電気で引き寄せられる
のです。下敷きがなくても、マイナスに帯電した
髪の毛同士は反発しあって、ヘアスタイルがま
とまらなくなってしまいます。それを防止する
目的で、コンディショナーにはカチオン性（陽イ
オン性）界面活性剤が配合されます。
　コンディショナーには、シャンプーで失われ
た油分などを補い、しなやかさやつやを与える
役割もあります。また、香りを髪に与えてくれる
コンディショナーも楽しいですね。

　ヘアカラー
　頭髪の色は人種により多様ですが、黄色人種
の場合には、メラニン色素を多く含む黒髪がほ
とんどですね。しかし、年齢を重ねると、少しず
つ白髪が気になるようになってきます。かつて、
ヘアカラーといえば、白髪を目立たなくするた
めに、黒～栗色に染めるのが一般的でした。ヘア
カラーはヘアスタイルとともにファッション的
要素が強いですが、現在では、非常に多様なカ
ラーを楽しむ人が増えてきています。
　ヘアカラーは、一時染毛料、半永久染毛料（酸
性染毛料）、酸化染毛剤と、大きく３種類に分類
されます（表）。
　一時染毛料は、ヘアマスカラなどのように、着
色成分を毛髪表面に付着させるもので、シャン
プーの度に色は落ちてリセットされます。
　半永久染毛料（酸性染毛料）は、ヘアマニキュ
アとも呼ばれ、着色成分が毛髪内部にある程度
浸透し、毛髪成分と電気的に引き合うことで着
色するものです。数週間は色持ちしますが、シャ
ンプーの度に徐々に色落ちしていきます。
　酸化染毛剤は、化学反応を伴い着色していく
点で、化粧品に分類される一時染毛料や半永久
染毛料とは大きく異なり、薬事上も医薬部外品
に分類されます。少し難しいですが、本来無色の
成分（染料中間体といいます）が酸化反応により
発色していきます。具体的には、パラフェニレン
ジアミンなどの染料中間体が酸化重合して黒褐
色に変化します。一方、元々の黒髪に含まれてい
るメラニン色素を酸化反応により分解するのが
脱色剤、いわゆるブリーチです。酸化染毛剤にお
いても、同時にブリーチすることで元の黒髪を
明るく染色したり、カップラーと呼ばれる補助
成分を加えることで多様な色調に染めることも
可能になっています。このように、化学反応を毛
髪内部で起こさせて色素を定着させるため、
シャンプーで色落ちすることはなく、長く持続

するのが大きな特徴です。もちろん、髪が伸びて
くると毛元部分は髪本来の色で生えていきます
ので、いわゆるカッパ状態になりますね。
　ご留意いただきたいことは、酸化染毛剤は化
学反応を利用している点です。酸化染毛剤に含
まれる成分の中には、かぶれなどのアレルギー
反応を起こしやすいものがあります。そこで、酸
化染毛剤を用いるときは、使用に先立ってパッ
チテスト（皮膚に染毛剤を塗布して、48時間後
に皮膚反応を観察する試験）を行い、アレルギー
反応が起きないことを確認することになってい
ますが、美容室などでは必ずしも実施されずに
ヘアカラーされるケースが多いのが現実のよう
です。安全にヘアカラーを楽しむためにも、酸化
染毛剤でのヘアカラーの前には、パッチテスト
を受けるように心がけてください。

　パーマネントウェーブ
　いろいろなスタイリング剤を使い、ドライ

ヤーやヘアアイロンでの加熱を駆使して、ヘア
スタイルがバッチリ決まると前向きな気持ちに
なりますね。しかし、シャンプーすると本来の髪
に戻ってしまいます。この悩みを解決してくれ
るのがパーマネントウェーブ（以下、パーマ）で
す。パーマも化学反応を利用しています。少し難
しいですが、以下にその仕組みを解説します。
　毛髪に含まれる主な成分はケラチンという線
維性のタンパク質で、このケラチン線維が何本
も束ねられて、とても強靭な毛髪を形成してい
ます。タンパク質は20種類のアミノ酸が一定の
順序で数珠つなぎになって作られていますが、
ケラチンタンパクに含まれるシスチンというア
ミノ酸が、別のケラチンに含まれるシスチンと
架橋結合（シスチン結合といいます）して丈夫な
線維の束を形成しています。パーマでは、第１
剤・第２剤という２つのステップで処理を行い
ます。まず、第１剤に含まれる還元剤によりシス
チン結合を切断します。そして、ロッドに巻くな

ど望む形状に整えて、第２剤に含まれる酸化剤
によりシスチン結合を復活させます。この一連
の処理により、整えた形状でケラチン線維が固
定されてスタイリングがパーマネント（永久）に
維持されるようになります。ただ、酸化還元反応
という化学反応を利用しているために、毛髪に
は少なからずダメージが生じます。そのダメー
ジを最小化するように、適切なトリートメント
剤などで補修することが健やかな髪の維持には
重要です。

　育毛剤・除毛剤
　頭髪はフサフサしていてほしいけれど、ムダ
毛はなくしてツルツルにしたい、美しさを求め
る私たちのわがままですね。毛髪は成長期→退
行期→休止期というヘアサイクルを繰り返して
いることは前述しました。そのほかにも毛髪の
成長には巧妙かつ不思議な仕組みがたくさんあ
ります。例えば、毛髪の成長には性差があり、女
性に比較すると男性では、いわゆる禿げ頭にな
る割合が高く、胸毛などの体毛は濃くなる傾向
にあります。禿げ頭で男性型脱毛症と診断され
ると、頭髪に対する男性ホルモンの作用を抑制
する医薬品による治療が行われ、最近ではクリ
ニックの宣伝も多く目にするようになりまし
た。一方で、育毛・養毛に関しては、医薬品や医薬
部外品（薬用化粧品）のヘアトニックなども市販
されています。毛根周囲の血行を促す、毛母細胞
の増殖に指令を出す毛乳頭という組織に働きか
ける、など様々な作用点で医薬品や医薬部外品
が開発されてきました。そのうちの一部には、血
圧降下薬として用いられてきた医薬品の副作用
として多毛症が報告され、それを逆手に取り育
毛剤に転用された医薬品もあります。ぜひ薬剤
師のアドバイスを受けながら、安全に使用して
ください。
　ムダ毛をなくす除毛・脱毛にはいろいろな手
段があります。脱毛テープは、粘着テープで物理

的に毛髪を引き抜くもので、痛みを伴います。脱
毛ワックスは、常温で固形の製剤を加熱により
融かして柔らかくして毛髪に塗り、冷えて固
まった後に毛髪を引き抜くもので、脱毛テープ
同様に痛みを伴います。また、やけどをしないよ
うに注意が必要です。除毛クリームには、毛髪を
変性させる成分が配合されており、毛髪を脆く
してから拭き取るものです。扱いやすいのです
が、除毛できるのは皮膚上に出ている毛幹部分
だけで、除毛効果は長続きしません。一方、美容
クリニックなどで行われるレーザー脱毛は、毛
髪に含まれるメラニン色素をターゲットとして
レーザーを照射して焼くことで毛球部の毛母細
胞を死滅させる医療行為です。完全脱毛には複
数回のレーザー照射が必要なことから、契約ト
ラブルなどの事案も発生しているそうです。い
ずれの施術においても、毛母細胞が残っている
かぎり、毛髪は生えてくるということを認識し
てください。

　おわりに
　本連載の第１回から第５回までを担当させて
いただきました。
　化粧（品）に関する情報はネット上に溢れてい
ます。化粧品メーカーからの発信にも、その商品
特徴を強調するが故に、少々誇張された表現も
散見されます。さらに、SNSでは個人の好みに基
づく書き込みもあり、科学的見地からは懸念さ
れる内容の場合もあります。これらの情報を取
捨選択する正しい“目”を持っていただき、化粧
品を手に取って楽しんでください。化粧（品）を
通して皆さんの生活が豊かになることを願って
います。
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解説いただきます（編集部）

と

もろ

あふ

は

国民生活

16
2025.8


